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◎
少
年
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律�

�
（
平
成
二
六
年
四
月
一
八
日
法
律
第
二
三
号
）

一
、
提
案
理
由（
平
成
二
六
年
三
月
一
九
日
・
衆
議
院
法
務
委
員
会
）

○
谷
垣
国
務
大
臣　

少
年
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
に
つ
き
ま
し

て
、
そ
の
趣
旨
を
御
説
明
い
た
し
ま
す
。

少
年
審
判
及
び
少
年
の
刑
事
裁
判
に
対
す
る
国
民
の
信
頼
を
確
保
す
る

こ
と
や
非
行
少
年
の
再
犯
防
止
は
重
要
な
事
項
で
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め

に
は
少
年
審
判
に
お
い
て
適
正
な
事
実
認
定
が
行
わ
れ
、
そ
れ
に
基
づ
い

て
非
行
事
実
の
存
否
が
的
確
に
判
断
さ
れ
、
適
切
な
処
遇
が
決
定
さ
れ
る

こ
と
が
重
要
で
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
少
年
の
刑
事
裁
判
に
お
い
て
、
犯
罪

を
犯
し
た
少
年
に
対
し
て
適
切
な
科
刑
が
な
さ
れ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
り

ま
す
が
、
少
年
に
対
し
て
現
行
法
に
基
づ
い
て
科
し
得
る
刑
罰
の
範
囲
で

は
、
犯
罪
を
犯
し
た
少
年
に
対
し
て
適
切
な
科
刑
を
行
う
こ
と
が
困
難
な

事
案
が
存
在
す
る
と
指
摘
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
犯
罪
を
犯
し
た

少
年
に
よ
る
再
犯
を
防
止
す
る
た
め
に
は
少
年
審
判
の
段
階
か
ら
少
年
が

再
犯
に
及
ば
な
い
よ
う
に
環
境
を
整
え
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
こ
の
法
律
案
は
、
少
年
審
判
の
よ
り
一
層
の
適
正
化
及
び
充

実
化
並
び
に
少
年
の
刑
事
裁
判
に
お
け
る
科
刑
の
適
正
化
を
図
る
た
め
、

少
年
法
を
改
正
し
、所
要
の
法
整
備
を
行
お
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
法
律
案
の
要
点
を
申
し
上
げ
ま
す
。

第
一
は
、
家
庭
裁
判
所
の
裁
量
に
よ
る
国
選
付
添
人
制
度
及
び
検
察
官

関
与
制
度
の
対
象
事
件
の
範
囲
を
死
刑
ま
た
は
無
期
も
し
く
は
長
期
三
年

を
超
え
る
懲
役
も
し
く
は
禁
錮
に
当
た
る
罪
に
拡
大
す
る
も
の
で
あ
り
ま

す
。第

二
は
、
少
年
の
刑
事
裁
判
に
お
け
る
科
刑
の
適
正
化
を
図
る
た
め
の

法
整
備
で
あ
り
、
少
年
に
対
し
て
有
期
の
懲
役
ま
た
は
禁
鋼
を
科
す
場
合

に
原
則
と
し
て
適
用
さ
れ
る
不
定
期
刑
に
関
す
る
規
定
に
つ
い
て
、
そ
の

長
期
と
短
期
の
上
限
を
そ
れ
ぞ
れ
五
年
引
き
上
げ
、
十
五
年
と
十
年
と
す

る
な
ど
の
整
備
を
す
る
と
と
も
に
、
罪
を
犯
し
た
と
き
十
八
歳
に
満
た
な

い
者
を
無
期
刑
で
も
っ
て
処
断
す
べ
き
場
合
に
お
い
て
、
無
期
刑
に
か
え

て
有
期
刑
を
科
す
と
き
に
科
す
こ
と
が
で
き
る
有
期
刑
の
上
限
を
五
年
引

き
上
げ
て
二
十
年
と
す
る
な
ど
、
い
わ
ゆ
る
無
期
刑
の
緩
和
刑
に
関
す
る

規
定
の
整
備
を
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
ほ
か
、
所
要
の
規
定
の
整
備
を
行
う
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

以
上
が
、
こ
の
法
律
案
の
趣
旨
で
あ
り
ま
す
。

何
と
ぞ
、
慎
重
に
御
審
議
の
上
、
速
や
か
に
可
決
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う

お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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二
、
衆
議
院
法
務
委
員
長
報
告（
平
成
二
六
年
四
月
一
日
）

○
江
崎
鐵
磨
君　

た
だ
い
ま
議
題
と
な
り
ま
し
た
法
律
案
に
つ
き
ま
し

て
、
法
務
委
員
会
に
お
け
る
審
議
の
経
過
及
び
結
果
を
御
報
告
申
し
上
げ

ま
す
。

本
案
は
、
少
年
審
判
手
続
の
よ
り
一
層
の
適
正
化
を
図
る
た
め
、
家
庭

裁
判
所
の
裁
量
に
よ
る
国
選
付
添
人
制
度
及
び
検
察
官
関
与
制
度
の
対
象

事
件
の
範
囲
を
拡
大
す
る
ほ
か
、
少
年
に
対
す
る
刑
事
事
件
に
お
け
る
科

刑
の
適
正
化
を
図
る
た
め
、
少
年
に
対
す
る
不
定
期
刑
の
長
期
と
短
期
の

上
限
の
引
き
上
げ
等
の
措
置
を
講
じ
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

本
案
は
、
去
る
三
月
十
八
日
本
委
員
会
に
付
託
さ
れ
、
十
九
日
谷
垣
禎

一
法
務
大
臣
か
ら
提
案
理
由
の
説
明
を
聴
取
い
た
し
ま
し
た
。

次
い
で
、
二
十
五
日
に
、
民
主
党
・
無
所
属
ク
ラ
ブ
か
ら
、
少
年
の
刑

事
事
件
に
関
す
る
処
分
の
規
定
の
見
直
し
に
係
る
改
正
規
定
を
削
除
す
る

こ
と
を
内
容
と
す
る
修
正
案
が
提
出
さ
れ
、趣
旨
の
説
明
を
聴
取
し
た
後
、

原
案
及
び
修
正
案
を
一
括
し
て
質
疑
に
入
り
、
参
考
人
か
ら
意
見
聴
取
を

行
い
、
同
日
質
疑
を
終
局
い
た
し
ま
し
た
。

二
十
八
日
、
採
決
し
た
結
果
、
修
正
案
は
賛
成
少
数
を
も
っ
て
否
決
、

本
案
は
賛
成
多
数
を
も
っ
て
原
案
の
と
お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
し
ま

し
た
。

な
お
、
本
案
に
対
し
附
帯
決
議
が
付
さ
れ
た
こ
と
を
申
し
添
え
ま
す
。

以
上
、
御
報
告
と
い
た
し
ま
す
。

○
附
帯
決
議（
平
成
二
六
年
三
月
二
八
日
）

政
府
及
び
最
高
裁
判
所
は
、
本
法
の
施
行
に
当
た
り
、
次
の
事
項
に
つ

い
て
格
段
の
配
慮
を
す
べ
き
で
あ
る
。

一　

裁
量
的
国
選
付
添
人
の
選
任
及
び
検
察
官
関
与
の
必
要
性
判
断
に
当

た
っ
て
は
、法
の
趣
旨
に
の
っ
と
っ
た
適
正
な
運
用
が
行
わ
れ
る
よ
う
、

そ
れ
ぞ
れ
留
意
す
る
こ
と
。

二　

刑
事
裁
判
と
異
な
る
少
年
審
判
の
特
質
を
理
解
し
た
弁
護
士
が
国
選

付
添
人
に
選
任
さ
れ
る
よ
う
に
す
る
た
め
、
国
選
付
添
人
制
度
の
趣
旨

に
つ
い
て
、
司
法
関
係
者
に
周
知
徹
底
を
図
る
こ
と
。

三　

少
年
審
判
に
関
与
さ
せ
る
検
察
官
に
つ
い
て
、
児
童
心
理
な
ど
に
関

す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
・
研
修
を
受
講
さ
せ
る
な
ど
し
て
、
少
年
審
判
の
特

質
に
関
す
る
理
解
を
深
め
さ
せ
る
こ
と
。

四　

少
年
鑑
別
所
送
致
の
観
護
措
置
が
と
ら
れ
た
ぐ
犯
少
年
に
つ
い
て
の

国
選
付
添
人
制
度
の
適
用
に
つ
い
て
、
引
き
続
き
検
討
を
行
う
こ
と
。

五　

少
年
院
に
お
け
る
矯
正
教
育
及
び
少
年
刑
務
所
に
お
け
る
矯
正
処
遇

と
社
会
復
帰
後
の
更
生
保
護
及
び
児
童
福
祉
と
が
連
続
性
を
持
っ
て
行

わ
れ
、
仮
釈
放
又
は
仮
退
院
の
運
用
が
一
層
適
正
に
行
わ
れ
る
よ
う
、

少
年
に
対
す
る
支
援
の
在
り
方
に
つ
い
て
検
討
を
行
う
こ
と
。

六　

平
成
二
十
年
の
少
年
法
改
正
の
経
緯
に
鑑
み
、
犯
罪
被
害
者
等
が
別
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室
で
モ
ニ
タ
ー
に
よ
り
少
年
審
判
を
傍
聴
す
る
方
法
の
導
入
及
び
傍
聴

対
象
事
件
の
拡
大
に
つ
い
て
引
き
続
き
検
討
を
行
う
こ
と
。

七　

少
年
に
対
す
る
不
定
期
刑
の
在
り
方
に
つ
い
て
、
存
否
も
含
め
た
幅

広
い
検
討
を
行
う
こ
と
。

八　

検
察
官
関
与
制
度
の
対
象
事
件
の
範
囲
の
拡
大
の
趣
旨
が
事
実
認
定

手
続
の
一
層
の
適
正
化
に
あ
る
こ
と
に
鑑
み
、
改
正
後
の
同
制
度
の
運

用
状
況
に
十
分
配
意
す
る
こ
と
。

三
、
参
議
院
法
務
委
員
長
報
告（
平
成
二
六
年
四
月
一
一
日
）

○
荒
木
清
寛
君　

た
だ
い
ま
議
題
と
な
り
ま
し
た
法
律
案
に
つ
き
ま
し

て
、
法
務
委
員
会
に
お
け
る
審
査
の
経
過
と
結
果
を
御
報
告
申
し
上
げ
ま

す
。本

法
律
案
は
、
少
年
審
判
手
続
の
よ
り
一
層
の
適
正
化
を
図
る
た
め
、

家
庭
裁
判
所
の
裁
量
に
よ
る
国
選
付
添
人
制
度
及
び
検
察
官
関
与
制
度
の

対
象
事
件
の
範
囲
を
拡
大
す
る
ほ
か
、
少
年
に
対
す
る
刑
事
事
件
に
お
け

る
科
刑
の
適
正
化
を
図
る
た
め
、
少
年
に
対
す
る
不
定
期
刑
の
長
期
と
短

期
の
上
限
の
引
上
げ
等
の
措
置
を
講
じ
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

委
員
会
に
お
き
ま
し
て
は
、少
年
に
対
す
る
刑
を
緩
和
し
て
い
る
理
由
、

少
年
審
判
に
お
け
る
付
添
人
の
役
割
と
再
犯
防
止
の
効
果
、
検
察
官
関
与

制
度
の
趣
旨
と
対
象
事
件
の
範
囲
を
拡
大
す
る
理
由
、
検
察
官
関
与
に
関

す
る
裁
判
官
の
裁
量
判
断
の
適
正
性
確
保
、
少
年
事
件
の
付
添
人
及
び
検

察
官
の
資
質
の
確
保
、
少
年
に
対
す
る
刑
が
全
体
的
に
重
罰
化
す
る
と
の

懸
念
、
犯
罪
被
害
者
の
視
点
を
入
れ
た
刑
事
司
法
の
展
開
、
少
年
犯
罪
抑

止
に
向
け
た
政
府
の
取
組
等
に
つ
い
て
質
疑
が
行
わ
れ
た
ほ
か
、
被
害
者

遺
族
を
始
め
と
す
る
参
考
人
か
ら
意
見
を
聴
取
い
た
し
ま
し
た
が
、
そ
の

詳
細
は
会
議
録
に
よ
っ
て
御
承
知
願
い
ま
す
。

質
疑
を
終
局
し
、
討
論
に
入
り
ま
し
た
と
こ
ろ
、
日
本
共
産
党
を
代
表

し
て
仁
比
委
員
よ
り
本
法
律
案
に
反
対
す
る
旨
の
意
見
が
述
べ
ら
れ
ま
し

た
。討

論
を
終
わ
り
、
採
決
の
結
果
、
本
法
律
案
は
多
数
を
も
っ
て
原
案
ど

お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
い
た
し
ま
し
た
。

な
お
、
本
法
律
案
に
対
し
附
帯
決
議
が
付
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

以
上
、
御
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。

○
附
帯
決
議（
平
成
二
六
年
四
月
一
〇
日
）

政
府
及
び
最
高
裁
判
所
は
、
本
法
の
施
行
に
当
た
り
、
次
の
事
項
に
つ

い
て
格
段
の
配
慮
を
す
べ
き
で
あ
る
。

一　

少
年
審
判
に
お
い
て
付
添
人
が
果
た
す
役
割
の
重
要
性
及
び
児
童
の

権
利
に
関
す
る
条
約
の
趣
旨
に
鑑
み
、
家
庭
裁
判
所
の
裁
量
に
よ
る
国

選
付
添
人
制
度
の
対
象
事
件
の
範
囲
の
拡
大
に
適
切
に
対
応
す
る
た

め
、
刑
事
裁
判
と
異
な
る
少
年
審
判
の
特
質
を
理
解
し
た
弁
護
士
が
国

選
付
添
人
に
選
任
さ
れ
る
よ
う
同
制
度
の
趣
旨
に
つ
い
て
司
法
関
係
者
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に
周
知
徹
底
を
図
り
、適
正
な
運
用
が
行
わ
れ
る
よ
う
留
意
す
る
こ
と
。

ま
た
、
同
制
度
の
対
象
事
件
の
範
囲
に
つ
い
て
は
、
少
年
鑑
別
所
送
致

の
観
護
措
置
が
と
ら
れ
た
ぐ
犯
少
年
へ
の
適
用
を
含
め
、
引
き
続
き
検

討
を
行
う
こ
と
。

二　

検
察
官
関
与
制
度
の
趣
旨
が
事
実
認
定
手
続
の
適
正
化
に
あ
る
こ
と

に
鑑
み
、
改
正
後
の
同
制
度
が
少
年
法
の
理
念
に
の
っ
と
っ
て
適
正
に

運
用
さ
れ
る
よ
う
、
十
分
配
意
す
る
こ
と
。
ま
た
、
少
年
審
判
に
関
与

さ
せ
る
検
察
官
に
つ
い
て
、
少
年
の
心
理
及
び
審
判
の
特
質
に
関
す
る

理
解
を
深
め
さ
せ
る
こ
と
。

三　

少
年
に
対
す
る
刑
事
処
分
に
関
す
る
規
定
の
見
直
し
の
目
的
は
、
言

い
渡
す
刑
を
一
律
に
引
き
上
げ
る
こ
と
で
は
な
く
、
少
年
法
の
理
念
の

下
で
よ
り
適
切
な
科
刑
を
可
能
と
す
る
こ
と
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
、

周
知
徹
底
を
図
る
こ
と
。

四　

少
年
院
に
お
け
る
矯
正
教
育
及
び
少
年
刑
務
所
に
お
け
る
矯
正
処
遇

と
社
会
復
帰
後
の
更
生
保
護
及
び
児
童
福
祉
と
が
連
続
性
を
持
っ
て
行

わ
れ
、
仮
退
院
又
は
仮
釈
放
の
運
用
が
一
層
適
正
に
行
わ
れ
る
よ
う
、

少
年
に
対
す
る
支
援
の
充
実
に
つ
い
て
検
討
を
行
う
こ
と
。

五　

平
成
二
十
年
の
少
年
法
改
正
後
の
諸
制
度
の
施
行
状
況
を
も
踏
ま

え
、
犯
罪
被
害
者
等
の
権
利
利
益
の
一
層
の
保
護
を
図
る
た
め
の
施
策

に
つ
い
て
引
き
続
き
検
討
を
行
う
こ
と
。

　
　

右
決
議
す
る
。


